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人財戦略

次期中期経営計画に向けて
当社は現在次期中期計画を策定中ですが、この中期計画と
同期した人財ポートフォリオを作成しています。事業戦略の構築
プロセスの中で、必要な人財要件の定義や現状とのギャップ、

ギャップ解消に向けた配置・育成・採用施策を検討し、経営戦略
を具現化する人財ポートフォリオの実現を目指します。また人的
資本がいかに成長しているかというKPIを特定し、その達成状況
の開示と改善策の実施に努めていきます。

経営戦略を支える人財戦略
当社は、サステナビリティ経営を推進し、経営目標を達成する
ための最大の経営資源は「人」であり、人財の成長なくして企業
の成長・発展はないと考えています。「従業員は宝（財）」であると
の認識のもと、その個性と能力を最大限に引き出し、人財力を
開発する“人財開発企業”の実現を目指しています。

人財力主義
当社は、職務型人事制度を経て、2019年度から、一人ひとり
の人財にフォーカスし、「人財力」を高めるための独自の考え方
である「人財力主義」という考え方をとっています。これは、一人
ひとりの成果、行動、知識・スキルといった表出している部分だけ
ではなく、目に見えない、人財価値、性格、価値観、気質、志向・趣味
を含めて正しく把握し、適正配置による仕事を通じた育成と、その
成果を適正に評価し処遇する人事マネジメントの仕組みです。
「人財価値」という視点を取り入れて開発していくことを通じて、
不透明な経営環境下でも成果を発揮できる基礎的な能力を磨く
ことにつながり、年齢や性別にとらわれない戦略的な人財配置
も可能となります。

人財力主義に基づく人財育成の考え方
当社が重点的に投資していく人財像は、“内発的動機と、ビジョン
や目指す姿を重ね合わせ、「自ら手を挙げる」自律した人財”です。
人財開発の方針として、一律に底上げをはかるものは効率化し、
選抜型、「自ら手を挙げる」公募型のカリキュラムに重点投資する

という「選択と集中」を基本としています。
具体的には、①若年層の早期育成と選抜、②セカンドキャリア
を迎えるミドル・シニア層のリスキリングによる再活性化、
③グループ事業会社内にとどまらない高い汎用性を持った経営
人財の育成に重点的に資源投入していきます。

〈意志・意欲の考え方〉
●�意志・意欲は、「思いの方向性」と
「思いの強さ」で構成
●�思いの方向性は、その思いが質
的健全性を担保しているかどう
かを見るものであり、「自己」「組織
（会社）」「社会（顧客）」の3つの
ベクトルで測定
●�人財開発において、上記3つの
ベクトルをバランスよく拡大・強
化していくことを重視している

「人財価値」の中でも特に「意志・意欲」と「学習力」を重視

〈学習力の考え方〉
●�学習力は、身についた結果としての
スキルではなく、経験学習のサイク
ルを回す能力そのもの（学習の質を
左右する思いの強さや志向性は「意
志・意欲」に含める）

●��学習力の向上は、経験学習モデル
の各要素（能力）のレベル、「学習
行動」のサイクルのスピードとその
着実性、および「学習の深さ」で実現
する

人財が、価値創造の源泉
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主体性・自立性

学習行動の要素

自尊心・楽観性

好奇心・探究心

挑戦心・リスクテイク精神

誠実さ・謙虚さ

公平性・公正性「意志・意欲」
で評価
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女性活躍に向けた仕組みづくり
当社は、「ダイバーシティこそ価値創造の基盤である」と認識

しており、従業員の活躍に向けた仕組みづくりに取り組んでいます。
当社グループの女性管理職比率は着実に増加し続け、2023年
2月末時点で、22.2％となっています。また取締役に占める女性
割合は30％（社内1名、社外2名）です。2022年4月には代表執行
役直轄の「女性活躍推進プロジェクト」を設置。各事業会社選出
のメンバー（30～40代中心の男女）が、女性が個性と能力を十分
に発揮できる環境づくりについて提言を行い、トップコミットメント
につなげました。
その他にも、従来育児短時間勤務者を中心に行ってきた

「JFR女性塾」の対象範囲を広げ、内容を充実させて「女性の
ためのキャリアフォーラム」として実施。女性が働きやすい仕組み
の整備のほか、男性育児休職の取得比率の向上（2022年度実績
68.0％）にも取り組んでいます。

JFRグループ キャリア開発体系 
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《 グループ戦略課題 》
事業ポートフォリオ変革・新百貨店ビジネスモデルへの転換

永続的な成長に不可欠な必須条件 （社会的要請）

組織風土・企業文化の刷新

人財運営基盤の再構築

退職
シニア 採用

処遇
労働条件

評価
アセスメント 育成

配置

ダイバーシティ＆
インクルージョン
・女性・シニア活躍
・LGBT、障がい者

・効果的な働き方
・副業への対応

・育児両立支援
・介護への対応

・雇用区分間均衡
・年金・退職金

・メンタル疾患対策
・ハラスメント対策

ワーク・ライフ・
インテグレーション

同一労働・
同一賃金

健康経営・
人権働き方の多様化

人事諸制度 タレントマネジメントシステム 人事組織・体制

革新・創造力
影響力
折衝力
意志・意欲
学習力
育成力

人財価値

知識・スキル

性格・価値観・気質・志向・趣味

成果

行動

人財力
⇒磨き続ければ
　拡大・成長、
　怠れば
　収縮・陳腐化する

表出している
部分

目に見えない
能力部分

人的資本

Values and Vision Value Creation Sustainability Governance Data

58 59

Management Strategy




